
編 集 後 記  

現在は自然とのふれあい、山歩き、園芸や野菜作りに力を入れていきたいと思っていま
す。花の栽培、種から花を育てること、病害虫防除が得意です。いろいろな事を聞いて
いただければと思います。 
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●暖冬の影響で動植物の活動に異変（冬眠、早咲き）が起き、温暖化の進行が不安です。（青） 
●美しい景観を維持し形成するには、お金や労力だけでは不可能であることを痛感する日々です。（芦） 
●桜の季節になると何となくうきうきします。区内でもさまざまな桜が楽しめます。さて皆さんはどこにお花見に行きますか。（山） 
●今冬は暖冬のせいか花粉症がすでに始まってしまいました（淳） 
●また一つ、区内の豊かな緑と歴史を知り、それと同時に、また多くの先輩の知識を学ばせて頂きました。（松） 

みどりに関する専門相談は 
塚山公園みどりの相談所 

TEL 03－3302－9387（毎週土・日曜日） 
くさ ば な  
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＊世尊院、円光院：真言宗豊山派のお寺 

ケヤキは古名ツキ（槻）とも呼ばれ、都道の街路樹として
は少数派ですが美しい新緑、紅葉、裸木と表情を変えとく
に夏季の緑陰は憩いの場として優れものです。 
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ゴムノキの取り木のやり方 
　この方法の利点は、発根したものを鉢植えにすれば、すぐに観賞用に使えることです。背丈が高く伸びすぎて、み

にくくなったものや、冬に下葉が枯れ落ちて、バランスが悪くなったものの伸びすぎた部分を、切り捨てることなく

丈の低い株が作れ、挿木床のような設備も必要としません。 

　まず、幹の直径の1.5倍くらい（2cm～3cm）の長さでゴムノキの幹

の表皮の厚い部分（形成層）を、小刀かカッターを使って環状に残さず

剥ぎ取ります。（イラスト参照）このときにゴムの幹から白い粘液が出

るのでよくふき取ります。皮を剥いだ所に握りこぶしほどの量の湿らせ

た新しいミズゴケをしっかり巻きつけ、落ちないように外側をビニール

で包みます。ビニールの上部は後で水を補給できるように広く口をあけ、

軽く結び、下部は余分な水がはけるように上より少し硬めにしばります。

切り口が折れやすいので支柱を添えて、しっかり固定します。ミズゴケ

が乾かないように時々上から水をやりますと、1ヶ月くらいで傷口より

根が出て、ミズゴケの中に入り、透明なビニールを通してみえるように

なります。そうしたら切り口の下で切り取り、ミズゴケをつけたまま赤

玉土（3～8mm）を入れた鉢に植えて出来上がりです。取り木の時期は

4月下旬頃～9月頃がよく、6月～7月が好期です。鉢植えしたた後、す

ぐに肥料を与えず、新芽が動き始めてから、生育促進のために窒素分の

多い化成肥料か、液体肥料1,000倍液を少しやります。 

「みどりとひと」はみどりのボランティア杉並と協働で編集しています。 

　東京都の職員として、長年みどり公園行政に関わってきた森先生。 

　上野の緑化相談所を最後に退職された後は、神代植物公園のみどりの相談所に勤務され、

現在は多摩市グリーンライブセンターで緑化相談や講座の講師としてご活躍されています。

子どもの頃は自然豊かな福島県で育ち、華道の師範であるお母様の手伝いをする中で植物

の知識を身につけられ、「良い枝」を見分ける目を養われたそうです。 

　みどりの相談所の相談員として長年ご担当いただいた福本伊之助先生が退職され、4月

から担当の先生が変わります。そこで、今回は新しい先生の紹介をします。 

　　　森　正  先生（グリーンコンサルタント） 
もり ただし 

緩く縛る 

ひもで少し 
固めに縛る ビニール袋 

支柱 

湿らせた 
新しい 
ミズゴケ 

根が出たら 
ここで切る 

2～3cm 
表皮を完全に 
取り除く 

この印刷物は、大豆インクを使用しています。また、古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

澤地 家治 
指導 

先生 



杉並のみどりとそれに関わる方々をご紹介します。 

　妙正寺の山門の南にある裕和幼稚園（清水二丁目）の園庭には、色々
な種類の庭木があります。 
　園長先生のご案内で園庭を見せて頂きました。幼稚園が出来て29年、
それ以前、この辺りは竹林だったそうですが、今はカヤ、ケヤキ、イチ
ョウ、ネズミモチ、カシ、シデ、ゲッケイジュ、サカキ、シキミ、キン
モクセイ、マツ、サルスベリ、ナシ、カキ、シュロなど、その樹種の多
さは小さな樹木園といってもよさそうです。園庭の中央にあるカヤ、ケ
ヤキ、イチョウなどの高木は20メートルもあろうかと思う程で、その
樹冠は園舎の屋根の上のスカイラインを彩っています。100～300年
の樹齢のものもあるそうです。園庭の中央には、二股になつたケヤキの
根本の間からマツが生えている珍しい株立があり、これは、庭の中に入
らなくても、東側の道路からみることができます。園庭の西側の孤高に
そびえる勇姿は、常緑針葉樹のカヤです。でも、園庭の主木はオオイチ
ョウ。かつては、この木のてっぺんから荻窪の陸橋が見えたとか。晩秋
には銀杏拾い、焼き芋、落ち葉遊び等楽しみが一杯ですが、枯れ葉の始
末が大変とのこと。 
　敷地に沿って南にまわると、築後180年程になるという長屋門も風
情があり、妙正寺公園近辺の散歩に一足伸ばしてみてはいかがでしょう。 

バラ科 

　サクラは、バラ科サクラ属サクラ亜属の落葉高木の総称です。主に北半球の温帯と暖帯に分布しますが、インド、ヒマラヤが日本の桜類
のルーツとも言われています。日本の山野に自生するサクラは9種ほどですが野生種から育成されたサトザクラの園芸品種は数百種にもな
ります。サクラは、古くから私たちの生活、文化に深いかかわりがあります。和歌をはじめ、文学作品や芸術などのテーマやモチーフとさ
れ、春の開花は秋の豊穣を占い、多くの民間年中行事に残されています。観桜の
会としての「桜の宴」が初めて催されたのは嵯峨天皇の時代といわれ、宮中で行
われた行事がやがて民間に伝わり庶民の春の風習「お花見」となりました。古来
より日本人の心をとらえてきたのはヤマザクラですが、今ではソメイヨシノ（オ
オシマザクラとエドヒガンの雑種）がなじみ深く、観賞用として庭木、公園樹、
街路樹として広く植えられています。利用として、材は版木、建築、器具、家具
などに利用され、ヤマザクラの樹皮は樺細工、鎮咳、去痰剤に、八重桜の「関山」
の花の塩漬けは桜湯に、オオシマザクラの葉の塩漬けは桜餅を包むのに使います。
サクラを都道府県の花としているところは、ソメイヨシノ（東京都）、フジザク
ラ（山梨県）、シダレザクラ（京都府）、ナラノヤエザクラ（奈良県）です。花
ことばは富と繁栄です。 

和名の由来 
①古事記にあるサクラの霊とされ木之花咲耶姫のサクヤから転じて 
②サキムラガル（咲簇がる）の約。花が群がり集まって咲く様子から 
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　ウグイスの声を聞くと草木にもふっくらと春の命が湧き上がり、新緑に触れたくなりますね。 

　桜と同じ頃、薄紫色のカタクリも咲き始めます。カタクリはお隣り練馬区、清水山憩いの森が有名ですが、

杉並区内でも名所になりつつある場所があります。善福寺公園より川に沿って6番目の橋、下流側に湧水が

ある原寺分橋近くの井荻公園（西荻北4－38－17、愛称ドングリ公園）東側斜面にある野草園です。 

　2002年秋に地元、ボランテイア、業者の方々で、フクジュソウ（開花時期2月上旬～3月中旬）、カタ

クリ（3月上旬～4月下旬）、ニリンソウ（3月下旬～5月上旬）、ホタルブクロ（5月上旬～6月下旬）等

の株を植え付けて5年目の春を迎えます。カタクリだけでも2,640株を植え、その後も植え増しました。

カタクリは種ですと咲くまで5年以上8～10年、花も2

年に一度しか咲きません。 

　野草園は杉並区みどりのボランテイア「植木応援団」

の活動日に合せ一般公開をしております。現在は野草園

の手入れ（下草刈り、落ち葉の処理等）も植木応援団が

おこなっています。花の最盛期には特別公開もします。 

 

＜公開時期の問合せ＞ 

　杉並区みどり公園課みどりの計画係 

　TEL  03－3312－2111

写真撮影：青木繁伸（群馬県前橋市） 

▼一重咲き 
花弁5個、雌しべ1個、雄し
べ30～40個。 

▲八重咲き 
雄しべ、雌しべ、がくが花
弁に変化。花弁11～60個。 

はら てら ぶ ばし 

【前号の誤植について】「イチョウ」のイラストの、「雄花」と「雌花」の表示が逆になっていました。お詫び申し上げるとともに、訂正いたします。 

野草園のお手伝い出来る方を募集しています。 

＜問合わせ＞みどりのボランティア杉並植木応援団　安藤　Tel・Fax 3323-6147

▲カタクリ 

▲ボランティアの活動 ▲フクジュソウ ▲ホタルブクロ 

▲カタクリ 

▲園庭中央のカヤ 


